
農福連携推進
シンポジウム in新潟

【農福連携×SDGs】
～農福連携を通じた地域再生と持続可能な共生社会の実現～

農業と福祉がつながって、日本を元気に！

日 時 令和４年２月24日（木）13時15分～16時30分

会 場
開催方法

新潟市音楽文化会館 ホール（3F）（新潟市中央区一番堀通町3-2）

〈先着100名〉事前に参加申込が必要です。裏面をご覧ください。

プログラム 1.基調講演「2030年ノウフクの夢」
一般社団法人日本農福連携協会 会⾧ 皆川 芳嗣 氏

2.取組報告 ①「農業団体による農福連携の取組」
新潟県農業協同組合中央会 玉木 利也 氏
新潟市農業協同組合 金子 琢也 氏

②「教育現場における農福連携への関わり」
新潟医療福祉大学 渡邉 敏文 氏

③「農福連携が健康に及ぼす効果」
東京都健康⾧寿医療センター研究所 岡村 毅 氏

3.情報提供 農林水産省農村振興局都市農村交流課農福連携推進室

4.パネルディスカッション
♦コーディネーター:吉田 行郷 氏（千葉大学 教授）
♦パネリスト:

田中 一幸 氏（株式会社ベジ・アビオ 取締役）
真保 若葉 氏（農園CuRA! 代表）
日髙 嘉信 氏（一般社団法人禄陽 代表理事）

♦コメンテーター:皆川 芳嗣 氏

主 催 新潟県農福連携推進連絡会議
（構成機関:新潟県、新潟市、JA新潟中央会、JA全農にいがた、新潟医療福祉

大学、厚生労働省新潟労働局、農林水産省北陸農政局）

基調講演

一般社団法人日本農福連携協会 会⾧ 皆川 芳嗣（みながわ よしつぐ）

1977年東京大学経済学部を卒業し、農林水産省に入省。関東農政局
⾧、林野庁⾧官、農林水産事務次官などを歴任。2016年から農林中金
総合研究所理事⾧、2018年に日本農福連携協会会⾧に就任。

※登壇者などを含め内容は予告
なく変更になる場合があります。

佐藤 千裕 氏（C’s Kitchen 代表）

オンラインによる開催（Zoom）[12:30～入室可能]



新潟県農福連携推進連絡会議事務局 北陸農政局新潟県拠点（担当:仲井、松田、平山）
〒951-8035 新潟県新潟市中央区船場町2-3435-1

TEL:025-228-5216 E-mail:noufukukaigi_ngt01@maff.go.jp

＜本件に関するお問合せ先＞

参加申込方法

●インターネットによるお申込み
以下のURL又はQRコードから申込フォームにアクセスしていただき、氏名、住所、

職業（勤務先、学校名等）、連絡先をご記入の上、お申込みください。

URL:https://www.contactus.maff.go.jp/j/hokuriku/form/220224_sympo_n.html

●FAXによるお申込み
本ページ下部の申込用紙に氏名、住所、職業（勤務先、学校名等）、連絡先（電話番号及び

メールアドレスをご記入の上、お申込みください。

●留意事項
・受付は先着順とし、募集人数に達し次第申込みを締切りとさせていただきます。
・①定員に達した場合、②一つの機関等から多数の申込みがあった場合、③中止の場合等に、

人数調整やお断りなどのご連絡を差し上げる場合がありますのであらかじめご了承ください。
・開会中は事務局から指名を受けた場合を除き、カメラをオフ、マイクをミュートの状態で参加いただく

ようお願いします。
・その他、当日は事務局の指示に従ってください。
・参加は無料ですが、データ通信料等については参加者様のご負担となります。
・Zoomの参加用URL及び接続手順等は、後日参加者の皆様にメールで送付します。
・諸般の事情によりシンポジウムの中止、開催方法や内容の変更等を行う場合があります。

申込締切:令和４年２月17日（木）17時00分

北陸農政局新潟県拠点地方参事官室 宛 FAX 025-223-2264
「農福連携推進シンポジウム in 新潟」参加申込書

氏 名 住 所 職 業
（勤務先、学校名等）

連絡先
（電話番号及びメールアドレス） 備 考

TEL:

Mail:

TEL:

Mail:

TEL:

Mail:

TEL:

Mail:

TEL:

Mail:

送信する際は用紙を切り離さずFAXしてください。記入枠が足りない場合は、用紙をコピーしてください。

※お申込みによって得られた個人情報は厳重に管理し、本シンポジウムの運営以外には使用しません。

オンライン視聴には以下の環境が必要です。
・パソコンやスマートフォン等によるインターネット接続及びメールの受信が可能な環境。
・Zoomを使用するため、Zoomアプリのインストールが可能なこと。
・スムーズに視聴するためには、一定以上の通信速度が必要です。


